
安全性評価

特長 1

RC安全性試験室による試験環境

• 鉄筋コンクリート製の専用安全試験室で、発火や熱暴走を伴う
試験を実施

• 最大1200Whまでのリチウムイオン電池を対象に試験が可能

• 発生した煙やガスは、専用の排気処理設備で浄化した後に排
気

• 試験中の発煙、発火、破裂などの挙動を動画で記録可能

特長 2 特長 3

試験・評価項目
外部短絡試験

電池のプラス端子とマイナス端子を所定の抵抗値で短絡させ、大電流が流れた際の安全性を評価します。試験中の
電圧、電流、表面温度を記録し、異常発熱、発煙、発火、破裂などの有無を確認します。

過充電試験
規定された充電電圧または充電電流を超えて充電を継続し、充電制御や保護機能が正常に働かなかった場合の挙動
を確認します。電圧、電流、温度の変化とともに、膨張、ガス放出、発煙、発火、破裂などを評価します。

強制放電・過放電試験
放電済みのセルにさらに電流を流す、または逆方向に通電することで、過放電や逆充電の状態を再現します。セル
の電圧反転や内部損傷が生じた際に、発熱、漏液、ベント作動、発火、破裂などが発生しないかを確認します。

圧壊試験
電池を平面または規定形状の治具で押しつぶし、外部から強い圧力を受けた場合の安全性を評価します。電池の変
形、内部短絡、電圧低下、温度上昇、発煙、発火、破裂などの挙動を確認します。

釘刺し試験
鋼製の釘をセルに貫通させ、強制的に内部短絡を発生させる試験です。内部短絡後の温度上昇、電圧変化、発煙、
ガス噴出、発火、破裂などを観察し、セルの安全機構や熱暴走の発生状況を評価します。

温度サイクル試験
電池を高温環境と低温環境に繰り返しさらし、急激な温度変化に対する耐性を確認します。ケースや封口部の変形、
漏液、ガス放出、電圧異常、発火、破裂などが発生しないかを評価します。
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リチウムイオン電池

多様な安全性試験に対応する試験設備

• 外部短絡、過充電、強制放電、圧壊、釘刺し、加熱などの
試験に対応

• セル間の熱暴走伝播を確認する類焼試験にも対応

• 圧壊・釘刺し試験装置は、荷重、試験速度、釘径などの条
件を調整可能

• JIS、IEC、UN38.3、GB、ULなどの規格要求を踏まえた試験
条件にも対応

電池から周辺製品までを対象とした評価
• 円筒型、角型、パウチ型など、さまざまな形状のセルを中心

に評価

• 電池単体だけでなく、モジュールケースや保護構造の安全性
を評価

• 保管ケース、輸送用緩衝材、収納バッグ、消火材などの保
護効果を実セルで検証

• 規格試験に加え、製品の使用環境や想定事故を再現した個別
試験を提案・実施

加熱試験
電池を恒温槽内で所定の昇温速度により加熱し、高温状態で一定時間保持します。外部から熱が加わった場合の耐
熱性を確認し、膨張、ベント作動、漏液、発煙、発火、破裂などの有無を評価します。

類焼試験
モジュールやバッテリーパック内の特定セルを意図的に熱暴走させ、その熱が隣接セルへ伝播するかを確認します。
熱暴走の拡大範囲、セル間の伝播時間、発火状況、部品の飛散、ケースの損傷などを記録し、延焼防止構造の有効
性を評価します。

熱暴走誘発・挙動評価
釘刺し、過充電、外部加熱などによって意図的に熱暴走を発生させ、発生までの時間、温度上昇、電圧変化、発煙、
発火、ガス噴出、破裂などの挙動を確認します。セルの構造や材料、充電状態による違いを比較することもできま
す。

劣化セルの安全性比較評価
充放電サイクル、高温保存、長期保存などによって劣化させたセルに対して、外部短絡、過充電、圧壊、釘刺しな
どの安全性試験を実施します。新品セルとの温度上昇、熱暴走の発生時間、発煙・発火挙動などの違いを比較し、
長期使用後の潜在的な安全リスクを確認します。ケミトックスでは、規格条件以外の前処理や複数試験を組み合わ
せた評価にも対応しています。

LiB周辺安全性実証テスト
電池セルそのものではなく、電池ケース、筐体、保管容器、輸送用緩衝材、モジュール部材などの安全性能を実セ
ルで検証します。電池を釘刺し、過充電、強制加熱などによって熱暴走させ、延焼の有無、破片の飛散、ケースの
変形、周囲への影響、安全機能の有効性を評価します。
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